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昭
和
二
十
年
七
月
十
九
日
焼
麺

艸
攻
喋
に
よ
る
椛
災
約
六
○
、

○
○
○
坪
戸
数
約
五
七
Ｑ
川
の

一
眺
失
に
よ
り
市
街
地
の
大
半
を

失
い
、
引
き
続
く
敗
戦
の
現
実

に
も
凪
せ
ず
、
物
許
窮
亡
の
咄

中
に
こ
れ
が
復
興
に
立
上
っ
た

た
ま
た
、
宝
特
別
都
市
計
州
法
の

公
布
を
見
、
い
が
戦
災
侭
興
の

一
難
菜
を
施
行
す
る
こ
と
と
な
り

一
Ｍ
和
二
十
一
年
以
来
一

Ｑ
ケ
年

少
な
か
、
，
つ
ざ
ろ
岬
日
と
勢
力
と

一
蜜
村
と
、
凡
そ
二
千
万
円
の
事

一
紫
斑
を
投
じ
て
本
事
業
の
完
遂

を
匙
た
の
で
ゞ
あ
り
ま
す
。

朧
災
舸
は
国
道
、
駅
前
通
り
、

小
慨
町
通
り
の
外
は
乱
雑
無
統

制
な
自
然
に
発
達
し
た
小
都
市

一
で
あ
っ
た
が
、
本
事
業
に
よ
る

一
部
市
計
州
に
依
り
街
路
の
改
発

罐
然
と
し
た
街
眺
に
基
く
宅
地

の
効
率
的
使
用
等
に
依
る
土
地

の
利
用
価
倣
増
進
の
上
昇
、
都

市
水
利
整
備
に
依
る
衛
生
の
完

肺
又
駅
前
通
り
に
接
続
す
る
駅

前
広
場
、
児
童
公
園
の
新
設
等

に
依
っ
て
都
市
美
を
備
え
た
の

で
名
実
共
に
快
適
な
新
市
街
が

形
成
さ
れ
、
都
市
的
機
能
を
発

揚
出
来
た
の
が
新
市
と
な
る
基

盤
で
あ
っ
た
と
申
し
て
も
濁
言

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
事
業
の
換
地
処
分
の
結
果
必

然
的
に
欲
す
る
と
欲
せ
ざ
る
に

拘
ら
ず
生
じ
て
来
る
事
が
町
界

町
名
地
番
の
改
正
整
理
ぜ
あ
り

ま
す
。

待
望
の
都
圭
巾
計
職
成
愚

こ
れ
に
つ
き
、
蚕
し
て
は
、
市
当

局
は
昭
和
三
十
年
三
月
以
来
市

民
各
位
の
嬰
望
及
び
土
地
灰
両

誕
郡
委
員
の
意
見
に
よ
り
繋
理

案
を
作
成
昭
和
三
十
一
年
一
月

市
会
の
穣
決
シ
・
郷
て
十
周
二
日

復
興
土
地
Ⅸ
脚
繋
畔
椣
地
処
分

の
日
を
以
っ
て
発
効
す
る
事
に

致
し
ま
し
た
。

そ
の
区
域
は
復
興
・
士
地
区
側
整

理
地
区
内
及
び
そ
れ
に
隣
接
す

る
即
ち
地
区
外
大
字
高
燕
字
町

両
側
、
町
東
側
‐
中
松
合
、
下

松
合
、
向
原
、
肥
前
山
、
ア
ラ

ャ
の
各
一
部
常
磐
線
西
側
の
部

分
で
あ
り
ま
す
。

従
来
の
字
描
地
番
は
余
り
日
常

の
交
信
等
に
は
利
用
さ
れ
な
か

っ
た
か
、
改
正
後
は
地
番
も
百

帝
を
超
え
る
も
の
は
な
く
、
誰

に
略
記
憶
し
易
い
地
恭
と
な
り

日
常
生
斫
に
便
荒
十
瀦
処
多
大

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
町
名
地
番
の
改
正
に
よ
る

過
渡
奴
と
し
て
は
、
新
旧
地
番

の
混
制
に
よ
り
一
般
官
公
料
の

通
知
、
物
蚕
の
搬
送
、
私
信
、

電
報
等
の
遅
配
、
配
達
不
能
等

以
外
の
不
便
、
損
失
の
生
ず
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
市
当
局

と
し
て
は
各
官
公
署
へ
新
旧
地

番
対
照
表
を
配
布
し
て
誤
り
の

な
い
よ
う
に
し
ま
す
が
各
位
に

お
い
て
も
各
知
人
へ
通
知
し
て

改
正
の
事
実
を
周
知
さ
れ
る
よ

う
願
い
ま
す
。

筒
町
界
町
名
地
番
の
改
正
の
手

続
に
つ
い
て
は
別
項
に
笠
誠
致

し
ま
す
。
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追
加
更
正
予
算
等
可
決

九
月
十
四
日
午
前
九
時
よ
り
定
例
市
議
会
を
開
き
、
地
方
自
治
法
改

正
に
伴
う
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
ほ
か
十
三
議
案
を
上
程
、

慎
重
審
議
の
上
午
後
三
時
全
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

確
定
讓
案
の
内
主
な
も
の
を
挙
ぴ
運
管
に
関
す
る
法
律
第
四

げ
て
み
ま
す
と
、
條
の
規
定
に
よ
り
教
育
委
員

一
、
議
会
委
員
会
條
例
の
一
部
が
新
ら
し
く
選
任
さ
れ
た
。

を
改
正
す
る
條
例
で
従
来
六
委
員
及
び
任
期
は
次
の
通
り

部
制
で
あ
っ
た
常
任
委
員
を
で
あ
る
。

一
人
一
蚕
員
の
四
部
制
に
改
高
萩
市
大
字
高
萩

正
さ
れ
た
こ
と
で
委
員
会
の
任
期
四
年
中
村
省
吾

橘
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
同
大
字
高
戸

纈
務
委
員
会
〃
四
年
今
川
重
道

委
員
長
岩
本
啓
治
同
大
字
秋
山

副
委
員
長
鈴
木
道
雄
〃
三
年
下
山
田
術
力

委
負
穂
積
政
次
同
大
字
下
手
綱

木
内
幹
下
山
田
栄
三
郎
〃
二
年
永
山
美
休

渡
辺
伝
吉
田
秀
吉
〃
一
年
茂
叉
蕪

文
教
厚
生
袋
員
会
三
、
才
入
才
出
追
加
更
正
予
算

委
員
長
矢
代
光
史
前
回
ま
で
の
累
計
額

副
委
員
長
川
松
光
彦
才
入
一
三
八
六
三
四
千
円

委
貝
三
代
進
才
出
一
三
八
六
三
四
千
円

樫
村
之
男
中
島
豊
追
加
更
正
予
算
額

上
田
助
重
大
和
田
知
之
才
入
三
七
五
八
千
円

小
松
正
治
才
出
三
七
五
八
千
円

經
済
委
員
会
計

委
員
長
大
部
重
高
才
人
一
四
二
三
九
二
千
円

副
委
員
長
塚
本
善
七
郎
才
出
一
四
二
三
九
二
千
円

委
負
垪
和
武
雄
才
入
の
主
な
る
も
の
は
、
八

舟
生
一
郎
大
久
保
満
月
三
十
一
日
決
定
を
み
た
地

柳
沢
良
助
根
本
掛
夫
方
交
付
税
で
あ
る
。

建
設
委
員
会
才
出
の
主
な
る
も
の
は

委
員
長
矢
代
良
三
教
育
費
一
六
二
四
千
円

副
委
員
長
豊
山
武
門
産
業
練
満
費
六
八
三
千
円

委
貝
佐
藤
正
土
木
蜜
五
三
川
千
円

鈴
木
広
次
鈴
木
藤
雄
議
会
費
二
七
三
千
円

鈴
木
好
之
渡
辺
東
治
社
会
及
等
仇
施
設
費

二
、
地
方
救
育
行
政
の
組
織
及
一
九
三
千
円

市
定
例
議
会
開
く

市
條
例

一

部
改
正

九
月
二
十
九
日
茨
城
食
糧
事
務

所
高
萩
出
張
所
で
は
本
年
度
産

米
の
初
検
査
を
行
っ
た
。

生
産
者
は
高
萩
市
大
字
中
戸
川

の
樫
村
鉄
三
さ
ん
で
受
検
数
量

は
八
俵
、
品
穗
は
藤
坂
五
号

（
水
梗
玄
米
）
品
質
、
乾
燥
、

調
整
と
も
良
好
で
あ
っ
た
。

中
戸
川
は
高
萩
駅
よ
り
十
五
粁

の
高
冷
地
で
あ
る
が
保
侃
折
衷

苗
代
に
よ
る
栽
培
と
適
切
な
肥

培
管
理
の
結
果
が
高
萩
出
張
所

管
内
の
ト
ッ
プ
で
出
荷
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
同
じ
高
冷
地
で

あ
る
君
田
方
面
（
海
抜
六
○
○

米
）
の
冷
害
に
よ
る
被
害
の
甚

大
な
と
き
高
冷
地
州
の
栽
咄
方

法
は
勿
論
の
↑
」
と
品
種
の
選
択

に
（
｝
い
て
麦
だ
ノ
ー
、
研
究
の
余

地
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

等
で
あ
る
。

四
、
前
月
号
で
人
権
擁
護
委
員

三
名
を
照
介
し
た
が
本
議
会

で
左
記
の
者
が
一
名
追
加
推

薦
さ
れ
た
。

高
萩
市
大
字
安
良
川

佐
藤
武
雄

本
年
産
米
の

本市の世帯と人口

一
初
度
検
査

１月○１
斗
市
口

く

う
ｊ

男
女

く
く

世
人

日現在）

6．fﾉ75戸

31.788人

］;7.831人

1,7. 1);17人

1

1

昭
和
三
十
年
度
優
良
納
税
組
合

の
表
彰
式
を
九
月
二
十
七
日
市

の
研
修
会
舘
で
行
っ
た
。
現
在

の
組
合
数
は
八
六
組
合
で
こ
の

日
表
彰
を
受
け
た
組
合
は
九
組

合
で
あ
る
。

市
長
挨
拶
の
後
、
日
頃
御
協
力

と
御
骨
折
を
戴
い
て
い
る
各
組

合
長
さ
ん
の
勢
・
を
柵
い
・
税
務

課
員
と
の
隔
意
の
な
い
謀
談
を

交
す
な
ど
和
や
か
な
ひ
と
と
き

を
過
し
納
税
組
合
の
発
展
を
祝

し
た
。

表
彰
さ
れ
た
組
合
は
次
の
耐
り

で
お
る
。

駒
形
町
納
悦
貯
器
組
合

肥
帥
山
流
五
〃

仲
の
町
〃

下
手
燗
下
町
蔀
一
〃

高
ゞ
円
西
城
〃

上
手
刑
石
舟
〃

下
荊
旧
台
〃

若
栗
〃

大
能
下
〃
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、 イ
十月の納税は ゞも

イ

、 》

優
良
納
税
組
合

表
彰
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市役所電話交換機設置について 御
協
力
い
た
隙
き
ま
し
た
出
資

金
に
対
し
次
の
通
り
償
還
い
た

し
ま
す
。

事
務
処
理
の
都
合
で
今
年
度
か

ら
‐
償
還
元
利
金
及
び
未
償
還

利
子
の
支
挑
期
間
を
一
ヶ
月
に

限
定
い
た
し
ま
し
た
か
ら
必
ず

指
定
さ
れ
た
期
間
中
に
お
受
取

下
さ
い
。

償
還
証
券
に
対
し
て
は
、
償

還
日
以
降
の
利
子
は
支
挑
い
ま

せ
ん
Ｏ

償
迷
証
券
に
対
し
て
は
、
個

人
宛
郵
便
は
が
き
で
通
知
い
た

し
ま
す
か
ら
通
知
書
と
証
券
及

印
艦
持
参
お
受
取
り
下
さ
い
。

支
挑
開
始
期
日
ま
で
に
償
還

通
知
の
行
か
な
い
方
は
、
證
券

と
印
鑑
持
参
、
期
間
中
に
利
子

を
お
受
取
下
さ
い
。

9月14日から構内電話開通に伴い一部電話を移転し
下記の通りになり主したのでお知らせ致します｡

記

鐵| ､ '1篭撫ゞ市典倉皇員鬘| ':高謝局

研修会総 〃 +7‘番{廟蔑蕊
内線電話番号は次の通りです。

1番 TIJ 長韮 11群 税務課長
2 " 1llj役室 12 〃 税務課
；； 〃 收入役室 1月 〃 土木課長
4 〃 議長室 4 〃 土木課
j） 〃 応接宝 1昂 〃 農業委員会
6 〃 總務課蕊付 16 〃 商工会
7 〃 總務課長 17 〃 教育委員会
8 〃 農林課 ］8 〃 福祗事務所
9 〃 商工課 1(） 〃 厚生課
10 〃 戸籍課 20 〃 宿直宝

夜間（交換手退庁後）は宿直室の局腺33番以外は使
用出来ませ人

教
育
施
設
出
資
金

年
次
償
還
に
つ
い
て

支
挑
場
所
は
常
陽
銀
行
高
萩

支
店
で
す
。

第
一
回
出
資
金
（
高
中
校
分
）

一
、
償
還
証
券
下
二
桁
の
番
号

０
０
』
抄
６
７
０
４
７
１
２

Ｏ
１
１
１
１
２
２
２
Ｄ
Ｊ
３

３
４
９
０
６
８
０
２
２
５

４
４
４
ｂ
戸
ｕ
５
６
６
７
７

沌
肌
”
㈹
（
各
券
共
通
）

二
、
支
挑
期
間

昭
和
三
十
一
年
十
月
一
日
か

ら
十
月
末
日
ま
で

第
二
回
出
資
金
（
秋
小
枝
分
）

一
、
償
還
証
券
下
二
桁
の
番
号

６
８
０
９
４
８
２
３
９
４

０
９
１
１
４
４
５
月
５
６

６
７
り
】
３
８
－
り
７
９
８

６
６
７
７
７
８
８
８
９

二
、
支
挑
期
間

昭
和
三
十
一
年
十
一
月
一
日

か
ら
十
一
月
末
日
ま
で

『ー戸

00
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こ
の
度
撒
育
委
員
会
法
が
改
正

に
な
り
十
月
一
日
よ
り
全
面
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
改
正
に
よ
り
教
育
委
員
は

市
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
し
、
教
育
長
は
教
育
委
員
の

互
避
に
よ
り
県
の
承
認
を
得
て

任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
手
続
に
よ
り
私
が
教

育
長
の
大
任
を
引
唖
け
る
》
」
と

に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
本

市
は
発
足
二
年
に
満
た
な
い
誕

生
し
た
ば
か
り
の
新
市
で
あ
り

ま
し
て
そ
の
教
育
施
策
に
も
幾

多
の
問
題
が
あ
り
こ
れ
が
解
決

に
は
財
政
的
に
哨
仲
々
容
易
な

ら
ぬ
明
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
市
当
局
の
理

解
と
市
民
の
熱
意
に
よ
っ
て
の

み
解
決
さ
れ
る
こ
と
で
将
来
と

も
何
卒
未
来
へ
の
希
望
を
大
き

教育施設照介其の－9，1現在

… 就
任
挨
拶

高
萩
市
教
育
委
員
会

教
育
長
今
‐

く
持
た
れ
て
御
協
力
の
程
侃
に

お
願
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

教
育
委
員
会
所
管
の
教
育
機
関

の
内
学
校
関
係
に
つ
い
て
大
要

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
と
現

在

学
校
数
小
学
校
九
校

中
学
校
六
校

峨
風
数
小
学
校
男
六
二

女
六
五

中
学
校
男
五
九

女
一
九

計
二
○
五

生
徒
数
小
学
校
四
八
七
七

中
学
校
二
二
○
七

計
七
○
八
四

教
育
予
算
は
十
月
現
在
で

一
五
六
○
万
円
（
市
費
）

教
恥
員
の
給
与
は
三
十
一
年
度

約
四
五
○
○
万
円
（
県
費
）

高萩中學校生徒数1.525
II1

重
道

右
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

教
育
は
金
で
解
決
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
市
発
展
の

基
盤
と
な
る
も
の
と
考
え
る
時

数
育
費
は
十
二
分
に
出
し
て
い

た
野
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
公
民
紺

活
動
、
青
年
学
級
、
婦
人
学
級

視
聴
覺
教
育
等
活
溌
に
展
開
さ

れ
つ
Ｌ
あ
り
、
よ
り
よ
き
社
会

の
形
成
に
寄
与
し
得
ら
れ
ま
す

よ
う
市
民
各
位
の
御
支
援
御
協

力
を
切
に
懇
願
い
た
し
ま
し
て

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
、

蒟
蒻
生
産

出
荷
組
合
結
成

去
る
九
月
十
八
日
大
能
蒟
蒻
生

産
出
荷
組
合
が
桔
成
さ
れ
た
。

組
合
員
三
十
四
名
、
役
員
に
次

の
岩
が
遼
任
さ
れ
た

組
合
長
佐
川
重
雄

副
組
合
長
鈴
木
為
剛

野
事
大
部
秀
彦

″
沼
田
直
一

″
佐
川
健
一

″
佐
川
安
応

松岡中學校生徒数4”
1咄

撫墓蕊§

戸
籍
、
住
民
蓋
録
、
印
鑑
繩
等

に
一
記
載
し
て
あ
る
住
所
等
は
法

規
上
で
は
市
長
が
其
の
舳
惟
を

以
っ
て
訂
正
す
る
事
柄
で
あ
り

ま
す
が
実
務
上
で
は
従
来
の
地

番
が
正
確
に
剛
い
ら
れ
て
い
る

場
合
は
割
合
に
少
な
く
殊
に
符

号
を
有
し
て
い
る
土
地
の
殆
ん

ど
金
部
が
戸
籍
や
住
民
票
の
上

で
は
符
号
が
使
川
さ
れ
て
居
ら

ぬ
た
め
こ
れ
ら
の
土
地
に
対
す

る
換
地
の
割
当
関
係
を
認
証
す

る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
ば
か

り
か
一
筆
の
土
地
に
対
し
て
数

筆
に
分
割
交
付
さ
れ
て
い
る
も

の
に
対
し
て
は
現
地
の
調
査
を

行
う
か
叉
は
関
係
者
の
届
出
を

待
つ
以
外
に
は
到
底
改
正
後
の

新
町
名
地
番
を
知
る
こ
と
が
出

来
な
い
の
で
町
名
地
番
変
更
の

高
萩
復
興
土
地
臨
画
終
理
に
伴
う

町
界
町
宅
地
番

ｑ

０

ｄ

ｐ

■

■

Ｄ

Ｐ

■

■

ｑ

ｐ

ロ

ロ

ロ

ロ

の
改
正
に
よ
尋

君田中學校生徒数87

届
出
を
戴
き
た
い
の
で
あ
り
ま

ナ
〃
Ｏ

問
区
画
準
孤
地
隊
．
外
の
建
物
の

台
帳
並
び
に
登
記
簿
の
住
在
地

褒
更
届
出
及
び
未
地
の
登
記
簿

の
表
示
姪
更
の
屈
出
を
要
し
ま

す
。

改
正
区
域
内
に
本
店
又
は
支
店

を
有
す
る
銀
行
、
会
社
等
は
変

更
の
あ
っ
た
日
よ
り
そ
の
所
在

地
名
或
は
重
役
の
住
所
表
示
に

変
更
の
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に

な
る
の
で
本
店
の
所
在
地
で
は

二
週
間
、
支
店
の
所
在
地
に
於

い
て
ば
三
週
間
以
内
に
住
所
変

更
の
壷
記
申
諦
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
、

右
蕊
記
を
怠
る
と
闇
法
第
四
九

八
條
に
よ
り
五
千
円
以
下
の
過

手
績
畠
に
つ
い
て

篝
鵜識 蕊

群大

花貫中學校生徒数65

料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
遺
漏
の
な
い
よ
う

袈
更
の
申
請
を
し
て
下
さ
い

■
■
■
■
■
■
０
剴
・
邑
昌
・
可
・
口
Ｄ
鼻
１
６
艮
凹
■
日
日
１
回
０
口
■
昌
冒
・
・
Ｐ
ｔ
且
■
■
■
巳
■
■
Ｅ
■
昌
一

敬
老
会
開
催

二
■
日
日
■
■
■
■
■
”
■
盲
目
冒
冒
・
■
Ｅ
ｌ
■
■
■
■
■
１
ｊ
Ｆ
Ｂ
ｈ
呂
邑
■
□
■
１
６
■
■
■
■
■
■

健
康
で
文
化
的
な
明
る
い
生
活

を
送
る
こ
と
か
出
来
る
よ
う
に

と
国
民
全
部
の
強
い
関
心
の
上

に
立
つ
と
し
よ
り
の
福
祉
と
、

と
し
よ
り
自
身
の
自
覺
と
を
促

そ
う
と
す
る
た
め
に
九
月
十
五

日
を
と
し
よ
り
の
日
と
定
め
ら

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
を
機
会
に
長
い
人
生
を

社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
社
会
の

た
め
に
つ
く
し
て
来
ら
れ
ま
し

た
お
と
し
よ
り
の
方
に
対
し
、

尊
敬
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す

と
共
に
御
慰
安
す
る
た
め
、
本

市
で
は
九
月
十
九
日
下
手
綱
公

民
舘
に
松
岡
地
区
の
と
し
よ
り

の
方
を
、
九
月
三
十
日
高
萩
中

学
校
に
高
萩
地
区
の
と
し
よ
り

の
方
を
叉
高
岡
地
区
の
と
し
よ

り
の
方
は
高
岡
地
魅
の
各
小
学

校
の
運
動
会
の
日
に
そ
れ
，
人
、

招
い
て
敬
老
慰
安
会
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
の
七
十
才
以
上
の
方
は
全

部
で
九
○
○
名
で
す
。

R7－
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＝里一一

引
」
と
難
な
さ
れ
ま
す
。

１
、
団
体
と
そ
の
僻
成
員
と
の

、
Ｕ
こ

Ｔ
Ｊ
Ｌ
Ｊ
に
作
、
、

口
肛
Ｉ
↑
ｉ
‐
才
Ｊ
名
句
ノ

『
ヲ
｜
々

一

開
の
取
引

２
、
濃
茉
、
凧
芙
練
笹
、
測
業

密
藤
業
、
林
業
、
錨
柴
等

原
始
曄
．
業
に
お
け
瀦
収
釧

３
、
連
法
業
に
お
け
る
運
送
契

約

４
、
医
師
又
は
薬
剤
師
弾
の
施

療
調
剤

５
、
委
託
加
工
、
蝉

「
証
明
」
と
は
相
手
方
叉
股
鋪

三
者
に
一
定
の
事
実
尭
真
爽
〆
《

あ
る
と
の
碓
信
を
得
し
め
ろ

作

川
を
い
い
存
の
各
号
は
「
託

明
」
に
属
す
る
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

茨
城
県
告
示
第
七
百
六
十
五
号

を
以
っ
て
、
当
市
の
計
量
器
定

期
検
奄
を
十
月
八
日
か
ら
千
四

日
ま
で
執
行
す
る
旨
、
県
知
事

よ
り
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
恢
査
は
、
計
量
法
第
百

三
十
九
催
に
・
華
く
も
の
で
、
市

に
於
い
て
は
毎
年
一
回
、
県
知

事
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
勝
り

ま
す
。そ

の
側
的
は
「
販
引
」
或
は

「
証
明
」
に
使
川
す
る
計
量
器

の
正
否
を
険
在
し
て
そ
の
正
確

を
は
か
り
、
且
計
量
に
閲
す
る

遠
以
を
防
止
す
る
為
で
あ
り
ま

す
。
「
取
引

一
と
は
売
買
、
賊

与
又
は
交
換
等
の
如
く
物
の
給

付
を
内
容
と
す
る
有
償
無
償
の

行
為
を
い
い
次
の
各
号
は
「
収

１
、
騨
銀
、
運
宜
等
の
料
金
叉

は
報
酬
の
算
定
の
基
準
と

計
量
器
の
検
査
を
！
ｉ
』
ヨ

受
げ
ツ
ヰ
ｍ
ｌ
Ｌ
Ｌ
小
、
７

号
魂
辱
１
．
〃

唖
検
日
時
、
場
所
は
呵
瞠
及
び

ボ
ス
”
《
－
毛
御
知
ら
せ
し
て
置

き
ま
し
た
か
ら
、
最
寄
り
で
必

ず
松
盃
を
篭
け
て
下
さ
い
。

受
検
し
た
計
量
器
が
不
合
格
に

な
っ
て
も
、
述
以
と
は
な
り
ま

モ
ん
し
、
こ
わ
し
た
り
、
没
收

し
た
り
い
た
し
ま
せ
ん
。

若
し
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
は

計
斌
法
輔
二
百
三
十
川
降
に
よ

っ
て
別
刷
が
規
定
さ
れ
て
勝
り

な
る
計
量
上
の
表
示

２
、
候
瞭
又
は
衛
生
上
の
計
最

３
、
体
育
又
は
保
雌
上
の
計
最

４
、
交
通
運
輸
機
関
．
又
は
危
砿

物
、
爆
発
物
に
関
す
る
他

瞼
防
止
に
必
要
な
計
最
等

定
期
検
査
に
提
出
し
な
く
と
も

良
い
計
最
器
は
次
の
通
り
で
す

１
、
長
さ
計
の
中
縮
尺
、
仲
尺

曲
り
尺
、
れ
ん
尺
、
回
転

尺

２
、
は
か
り
の
中
、
粘
密
天
び

ん
、
極
微
天
び
ん

３
、
温
度
計

４
、
ガ
ラ
ス
製
ま
す
、
陶
磁
緋

製
ま
す
、
化
学
川
体
積
計

５
、
圧
力
計

ら
、
獅
度
計

７
、
挫
度
計

ｓ
、
渥
度
計

９
、
比
重
計

㈹
、
郷
佃
局
、
阿
鈴
等
に
あ
る

計
量
器

右
以
外
の
計
量
器
は
全
部
提
出

し
て
柚
誰
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん

一一一 r一面一｡＝一

〃 〃

■

Ｉ

目

Ｆ

Ｎ

脚

制

Ｌ
■
閃
覗
Ⅱ
同
刊
Ｌ
■
日
『

１
日
■
Ｎ
Ⅱ
Ⅲ
Ｒ
Ｈ
Ｎ
回
旧
・
ト
ー

口
叶
■
日
吋
Ｉ
ｌ
ｐ

町
１
１
Ｆ
喝

一
作
物
稲
一
品
種
名

水
稲
一
順
辰
林
一
号

″
腿
林
一
四
号

″
農
林
一
四
号

″
農
林
三
五
号

高撲抜蘭学湾乳温氏亀量
″
と
ね
早
生
一
○
万
滝
一
柴
四

峠岬吹一

″
農
林
二
五
号

五
上
手
綱
大
越
誠
一
一

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
》

″

〃

一

○

上
手
綱
下
山
田
義
郎
一

ｌ

ｌｉ

－

″
〃
一
○
一
烏
名
深
符
保
田
一

″
農
林
二
九
妙
一
○
〃

″

″
万
一
五
烏
釧
一
淵
利
凋
甦
一

″
〃
五
上
手
綱
一
間
野
武
雄
一

一

俵
ｉ
一

‘
痒
月
牛
い
ぶ
皇

７
１
可
ｈ
Ｊ
・

一

武
雄
一

1
Ｆ
Ⅳ
学
冒
、
』
、
融
〃
々
年
子
“
寺
、
Ｉ
、
ｈ
、
呂
Ｆ
二
〃
灯
り
噂
や
、
』
二
“
！
〃
白
日
ヂ
ヂ
△
、
勾
守
１
ダ
ラ
Ｆ
Ｄ
、
叩
‐
、
○
巳
、
冑
乞
〃
”
Ｎ
も
ロ
、
革
』
ザ
ー
凸
戸
口
串
学
ロ
、
や
ｏ
ｖ
Ｌ
〃
ロ
狽
宇
・
画
占
巳
私
界
二
号
芦
《
〃
鰊
軋
も
Ｆ
、
、
』
Ｐ
Ｃ
Ｊ
■
■
毛
二
、
一

＆

》
増
産
は
優
良
種
子
の
更
新
か
ら
《

暮会

ｉ
込
Ｊ
寅
壹
“
ご
〃
、
』
、
一
学
舎
〃
序
世
ご
・
、
『
・
Ｉ
″
ご
皇
↑
や
『
ｑ
、
ｙ
』
・
Ｐ
“
勺
か
１
私
国
、
。
』
・
ロ
グ
ｊ
弓
、
」
・
隼
脱
”
・
グ
ー
、
、
１
，
０
、

卓
彗
、
〃
蝿
単
、
喝
、
↑
夢
ノ
ー
空
》
令
、
。
、
〃
命
竺
争
卓
、
、
１
月
一

昭
和
三
十
一
年
産
水
陸
稲
及
大
豆
採
種
町
設
置
担
当
者
一
噛
悲

〃
金
南
風
二
○

唾や勘⑥年 毎e午誹必鴎鍵審I

一

塑

一

亟

塑
ｌ
ｌ
」
ｌ
に
仁
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壁
型
塑
皿
竺 I臼

65

1 「’’

二口 十H
－両

擢
〃

'4

茸＝壷、

、

匝
一
Ⅱ

醐
一
９

I

黄
洲 |I

面

二 手曉

O Olo ○独心』

､

卿I I I

1
| | A

八

N ’8

コ可

斗
汁
荊

五
″
ｒ
７

〃

函 | |,/llll{-H7
IIM ｣ll厘型」8

住
所

氏
名
一

石
術
正
木
鉄
蔵
一

一

鳥
名
鈴
木
一
郎
一

高
萩
鈴
木
道
士
墨

一

烏
名
鈴
木
一
郎
一

ｌ
１
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
Ｉ
Ｉ
》

秋
山
大
部
昭
雄
一

万
滝
一
柴
田
誠
太
一

上

雨

|郷：↑’
｜土

和

垣且
’'4

一
W伝職寸

ド，
|瞳
1

二鰈kす‐
開聖丑『 ｜／ 刊剖二

一か＝=＝＝

Ｄ

ｒ

Ｔ

?’

２１

’
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

－

喜
知
夫
一

’
一

行
男
一

一
顧
量
碩

１
１
「
１
１
１
１

ユ
叩

Ｊ
１

上
４

－
列

」
蝿

［」
土一一ユ

49

土 】全
一
ざ
魁

謂 I Z
0

〔謡承畠杖調）

Ⅱ
里
巾
役
所
職
員
移
動
剛
刑

峨
員
の
異
勤
が
次
の
通
り
発
令
さ
れ
た
（
）
内
は
旧
峨
名
で
弱
る

九
月
十
三
円
探
川

總
務
課
臨
時
扉
塚
原
き
み
え

九
月
十
五
日
採
用

總
務
課
臨
時
歴
柴
田
喜
久
代

九
月
十
五
Ⅱ
退
職

教
育
委
画
会
主
事
補
荒
川
敏
子

几
月
十
六
日
採
用

救
育
委
員
会
主
事
補
下
山
田
広
美

九
月
三
十
日
発
令

厚
生
課
長
、
王
亭
沼
田
敏
治
（
撒
青
長
）

厚
生
課
長
禰
佐
〃
瓦
葺
隆
輔
（
厚
生
課
長
心
得
）

会
計
裸
番
記
佐
川
胤
義
（
税
務
課
）

税
務
課
雁
今
川
誠
（
總
務
課
）

糊
勝
課
〃
木
村
進
（
士
木
課
）

会
計
課
兼
務
を
解
く
書
記
小
池
正
人

九
月
三
十
口
退
職

保
育
所
保
母
柴
田
セ
ツ
子

十
月
一
Ｈ
発
令

数
育
長
今
川
車
道
（
教
育
次
長
）

一
陸
稲

晨
材
も
ち

二
六
号

一
〆
｜
ク

ニ
″

一
ノ

ー

‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ

》
水
稲
計

｜

″

五

″陸
稲
計

二○

大
豆
一
シ
ソ
メ
ジ
ロ

一○

″

Ⅱ

五

，

″
〃
一
○
一

一
花
職
一
一
○
｜

″

″
｜
農
林
二
妙
一
一
○

″

″

五

大
豆
計
五
○
’

二
三
○

合
計 | ′ ｡

｜
大
平
も
消

一
〃

’
一
六
○
一五

一
赤
浜
一
松
本
与
敬

五

石
滝
一
梶
山
正
己

五
一
下
手
綱
一
鈴
木
政
男

五
一
秋
山
大
都
直
教

一○

安
良
川
一
安
島
安
之
助

五
一
下
手
綱
｜
斎
藤
勝
美

安
良
川

岩
間
健
次

下
手
棡
一
斎
藤
勝
美

安
艮
川
一
大
和
田
信

秋
山

大
部
吉
郎

島
名

深
秤
う
め

下
手
綱

荒
川
称
子 ’

屋一一一一一午 一之一幹■けJ一ｰL －

ー■ ＝

58－


